
国
労
本
部
は
１
月
29
日
に
、
新
橋
交

通
ビ
ル
で
、
第

１
８

１
回
拡
大
中
央
委

員
会
を
開
催
し
、
２
０

１
１
春
闘
、
Ｊ

Ｒ
不
採
用
問
題
の
最
終
解
決
、
組
織
強

化
・
拡
大
な
ど
当
面
す
る
闘
争
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。

２
０

１
１
春
闘
要
求
を
２

月
９
日
に

Ｊ
Ｒ
各
社
に
提
出
し
ま
し
た
。
回
答
指

定
日

は
３

月
17
日
と
し
ま
し
た
。

国
労

本
部
は
、
新
賃
金
５
千
円
の
引
き
上
げ

初
任
給
の
改
善
、
会
社
間
格
差
の
是
正
、

出
向
先
の

労
働
条
件
改
善
な
ど
７
項
目

の
統
一
重
点
項
目
を
上
げ
ま
し
た
。

具
体
的
行
動
に
つ
い
て

★
統
一
宣
伝
行
動
日
★

３
月
14
日
（
月
）

★
交
運
労
協
春
闘
総
決
起
集
会

３
月
４
日
（
金
）

★
貨
物
中
央
行
動

３
月
14
日
（
月
）

★
青
・
婦
・
家
中
央
行
動

３
月
14
日
（
月
）

★
Ｉ
Ｔ
Ｆ
「
国
際
鉄
道
行
動
日
」

４
月
中

★
地
本
主
催
春
闘
学
習
会

２
月
26
日
（
土
）

★
地
本
春
闘
総
決
起
集
会

３
月
１
日
（
火
）

①
４

月
１
日
以
降
の
賃
金
５
０
０
０
円

の
引
き
上
げ
。
初
任
給
の
改
善
。
第

二
基
本
給
制
度
の
廃
止
。

②
成
果
主
義
賃
金
制
度
導
入
反
対
。
差

別
の
な
い
公
平
・
公
正
な
人
事
・
賃

金
制
度
の
確
立
。

③
会
社
間
格
差
の
是
正
。
出
向
制
度
及

び
出
向
先
の
労
働
条
件
の
改
善
。

④

55
歳
以
上
と

60
歳
以
上
の
在
職
条
件

の
改
善
。
65
歳
定
年
制
度
の
確
立
。

⑤
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
。
年
間
総
実

労
働
時
間

１
８
０
０
時
間
実
現
と

労
働

時
間
短
縮
。
時
間
外
割
増
率

50
％
、
休

日
割
増
率

１
０
０
％
実
現
。

労
働
条
件

の
抜
本
的
な
改
善
。

⑥
人
減
ら
し
「
合
理
化
」
反
対
。
要
員

確
保
と
技
術
・
技
能
の
継
承
、
教
育

の
充
実
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
。

業
務
委
託
・
外
注
化
反
対
。

⑦
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
契
約
・
派
遣

労
働

者
の
正
社
員
化
の
実
現
。

今
回
の
文
芸
特
集
は
、
「
鉄
道
川
柳
」

２
０

１
０
年

11
月
号
で
す
。
今
回
で
、

退
職
者
の
方
々
か
ら
、
お
借
り
し
た
作

品
は
終
了
し
ま
す
。

こ
の
「
文
芸
特
集
」
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か

ら
の
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ル

は
、
川
柳
だ
け
で

は
な
く
、
詩
、
短

歌
、
俳
句
、
な
ど
な
ど
、
作
品
を
お
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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嘱
託
社
員
の
労
働
条
件

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
で
は
、
60
歳
に
な
る
と

Ｊ
Ｒ
貨
物
を
一
旦
退
職
し
嘱
託
社
員
と
し

て
再
雇
用
さ
れ
ま
す
。
嘱
託
社
員
に
な
る

と
年
間
休
日
が
、
今
ま
で
よ
り
も
24
日
間

特
休
が
増
え
ま
す
。

し
か
し
出
向
に
な
り
ま
す
と
、
こ
の
24

日
間
が
増
付
与
さ
れ
ず
。
さ
ら
に
、
出
向

会
社
の
年
間
休
日
は
、
Ｊ
Ｒ
本
体
よ
り
も

三
日
間
少
な
く
な
り
ま
す
。
嘱
託
社
員
の

場
合
は
、
27
日
間
も
少
な
く
な
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
年
間
休
日
が
少
な
く
な
っ
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
手
当
で
支
払
わ
れ
ま

す
が
、
現
場
で
働
く
労
働
者
は
、
手
当
よ

り
も
休
み
が
欲
し
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

現
場
で
は
、
厳
し
い
労
働
実
態
に
な
っ

て
い
て
、
60
歳
を
超
え
た
労
働
者
が
働
い

て
い
け
る
労
働
環
境
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
場
で
は
、
出
向
先
の
労
働
条
件
改
善

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
態
を
調
査

各
職
場
で
は
、
現
場
の
労
働
実
態
が
調

査
さ
れ
ま
し
た
。

★

問
題
点
は
〜

①
年
間
休
日
の
増
付
与
に
つ
い
て

②
年
休
が
労
働
時
間
に
カ
ウ
ン
ト
し
な
い

③
主
任
手
当
の
不
払
い

な
ど
、
３
項
目
以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
出
向
会
社
は

年
休
が
労
働
時
間
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ

ん
。
年
間
休
日
の
問
題
に
つ
い
て
も
深
刻

な
状
況
で
す
。

休
み
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
、

隔
日
交
替
勤
務
に
従
事
し
て
い
る
嘱
託
社

員
は
、
手
当
が
多
く
な
っ
て
、
年
金
が
減

ら
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
れ
で
は
、
何
の
た
め
に
働
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

年
休
が
労
働
時
間
に
カ
ウ
ン
ト
し
な
い

無
給
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
か
り
に
法
定

労
働
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
た
勤
務
を
作
成

し
て
も
勤
務
表
に
年
休
を
、
入
れ
ら
れ
る

と
オ
ー
バ
ー
が
解
消
さ
れ
ま
す
。
実
際
に
、

こ
れ
ま
で
勝
手
に
年
休
が
勤
務
表
に
入
れ

ら
れ
た
実
例
が
何
件
か
発
生
し
て
い
ま
す
。

★
次
号
も
嘱
託
社
員
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
特
集
し
ま
す
。
御
意
見
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
地
本
教
宣
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ

い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
近
、
日
が
長
く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
す
。
今
年
は
、
新
潟
市
内
で
も
か

な
り
雪
が
降
り
ま
し
た
。
山
沿
い
は
大
変

な
状
況
で
し
た
ね
。

こ
れ
か
ら
春
闘
本
番
で
す
。
不
景
気
で

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
要
求
実
現
に
向
け

て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

立
春
を
過
ぎ
て
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま

す
。
暖
か
く
な
り
活
動
的
な
季
節
に
な
っ

て
行
き
ま
す
。

春
闘
行
動
を
皮
切
り
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
動
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
組
合
員

の
積
極
的
な
参
加
を
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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３月１日 １８時～

地本春闘総決起集会の開催

３月１２日（土）～１３日（日）

新潟地方運転協議会

定期委員会の開催

４月２５日（月）１７時３０分～

安全行動日・新潟駅頭宣伝行動

４月～ダンプ・トラック

パレードの取り組み


